
一
　
藤
原
惺
窩
点
本
『
詩
経
』

藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
―
一
六
一
九
）
は
冷
泉
家
の
家
柄
に
生
ま
れ
た
が
、
幼
時
か
ら
僧
籍
に
入
っ
て
学
問
を
蓄
え
た
。
し
か
し
一
五
八
三
年

に
還
俗
、
以
後
は
儒
者
と
し
て
の
生
涯
を
送
り
、
日
本
に
本
格
的
な
朱
子
学
を
伝
え
た
学
者
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
。
本
稿
は
惺
窩
が
ほ
ど

こ
し
た
『
詩
経
』
の
訓
点
に
見
え
る
特
殊
な
漢
字
音
を
整
理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
訓
読
の
所
拠
本
が
通
行
の
朱
子
『
詩
集
伝
』
で
は
な
く
、

『
五
経
大
全
』
所
載
『
詩
集
伝
』
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

豊
臣
秀
吉
の
第
二
次
朝
鮮
征
伐
の
お
り
（
一
五
九
七
年
の
慶
長
の
役
、
朝
鮮
側
の
い
わ
ゆ
る
丁
酉
倭
乱
）、
朝
鮮
の
朱
子
学
者
姜

が
藤
堂
高

虎
に
捕
ら
え
ら
れ
て
渡
日
し
、
一
五
九
八
年
か
ら
一
六
〇
〇
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
惺
窩
も
播
州
竜
野
の
城
主
赤
松
広
通
の
保

護
の
も
と
に
あ
っ
て
京
伏
見
の
赤
松
邸
に
滞
在
中
で
、
姜

と
学
を
談
ず
る
親
交
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
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惺
窩
は
姜

ら
に
四
書
五
経
を
浄
書
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
に
訓
点
を
ほ
ど
こ
し
て
そ
の
刊
行
を
広
通
に
勧
め
た
が
、
関
ケ
原
の
合
戦
で
西
軍
豊
臣

方
で
あ
っ
た
広
通
は
家
康
に
自
害
を
命
ぜ
ら
れ
、
刊
行
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）、
す
で
に
惺
窩
没
し
て
の
ち
、

こ
の
時
の
点
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
惺
窩
加
点
本
が
京
都
の
安
田
安
昌
に
よ
っ
て
林
羅
山
の
跋
文
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
１
）
。
い
ま
、
羅
山
の

跋
文
を
書
き
下
し
て
以
下
に
掲
げ
る
（
２
）
。

「
本
朝
の
詞
人
博
士
、
古
え
振
（
よ
）
り
五
経
を
講
ず
る
者
、
唯
（
た
だ
）
漢
唐
諸
儒
の
註
疏
を
読
む
の
み
に
し
て
、
未
だ
能
く
宋
儒
の
道
学

を
知
ら
ず
。
故
に
、
世
人
皆
訓
詁
に
拘
ら
は
れ
、
物
理
を
窮
む
る
能
は
ざ
る
こ
と
、
殆
ど
数
百
千
歳
な
り
。
然
る
に
、
今
世
往
歳
、
妙
寿
院
の
惺

窩
滕
先
生
、
講
学
格
物
の
暇
（
い
と
ま
）
に
、
新
に
訓
点
を
五
経
に
加
ふ
。
易
は
則
ち
程
伝
に
從
ひ
朱
義
を
兼
ね
、
詩
は
則
ち
朱
伝
を
主
と
し
、

書
は
則
ち
蔡
伝
に
原
（
も
と
）
づ
き
、
礼
記
は
則
ち
陳
説
に
依
り
、
春
秋
は
則
ち
胡
伝
に
拠
る
。
倭
訓
の
古
く
し
て
易
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
の
若
き

に
至
り
て
は
、
こ
れ
に
旧
点
を
参
じ
へ
て
尽
く
は
削
ら
ざ
る
な
り
。
そ
の
筆
す
べ
く
削
る
べ
き
者
も
ま
た
、
竊
（
ひ
そ
か
）
に
そ
の
義
を
取
る
の

み
。
頃
（
こ
の
ご
ろ
）
人
有
り
、
京
師
よ
り
武
州
に
来
た
り
て
曰
く
、
今
、
洛
人
の
安
田
安
昌
、
薩
摩
正
重
等
、
五
経
白
文
を
梓
に
鏤
（
ゑ
）
る
、

其
の
訓
点
は
則
ち
滕
先
生
の
嘗
て
為
す
所
な
り
、
願
は
く
は
余
に
一
言
を
請
ひ
、
こ
れ
を
巻
尾
に
置
か
ん
と
。
余
謂
ふ
、
先
生
嘗
て
こ
れ
が
訓
点

を
為
す
と
雖
も
、
そ
の
元
本
は
こ
れ
を
蔵
し
て
出
だ
さ
ず
。
蓋
し
其
の
副
、
人
間
に
流
落
し
て
然
か
あ
る
か
。
点
画
偏
旁
は
、
未
だ
必
ず
し
も
三

豕
渡
河
の
訛
無
き
に
あ
ら
ず
と
雖
も
〔
注：

呂
覧
・
察
伝
に
「
己
亥
渡
河
」
を
「
三
豕
渡
河
」
に
誤
っ
た
故
事
が
あ
る
〕、
教
授
参
校
せ
ば
、
豈

（
あ
に
）
こ
れ
、
千
金
満

を
貽
（
の
こ
）
す
の
謀
に
非
ず
や
と
〔
注：

漢
書
韋
賢
伝
に
「
鄒
魯
の
諺
に
曰
く
、
子
に
黄
金
満

を
遺
（
の
こ
）

す
よ
り
は
一
経
に
如
か
ず
」
と
あ
る
〕。
こ
こ
に
於
い
て
か
、
書
す
／
戊
辰
春
正
月
日
／
羅
山
子
道
春
／
筆
を
東
武
の
寓
所
夕
顔
巷
に
把
る
／
時

寛
永
五
暦
歳
次
著
雍
執
除
〔
注：

著
雍
＝
戊
、
執
除
（
徐
）
＝
辰
〕
之
正
月
／
洛
陽
烏
丸
通
大
炊
町
　
安
田
安
昌
／
新
刊
于
容
膝
亭
」

こ
の
惺
窩
点
本
五
経
は
、
い
ま
汲
古
書
院
の
「
和
刻
本
経
書
集
成
」
に
収
め
ら
れ
、
容
易
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
長
沢
規
矩
也
一
九
七

六
）。
五
経
の
経
文
、
博
士
家
伝
来
の
そ
れ
に
近
い
読
み
は
原
則
と
し
て
経
文
の
右
側
に
、
大
和
言
葉
を
駆
使
し
た
絢
爛
た
る
文
選
読
み
は
経
文

の
左
側
に
付
さ
れ
（
村
上
雅
孝
一
九
九
八
）、
視
覚
的
に
は
煩
わ
し
く
は
あ
る
も
の
の
、
読
み
下
さ
れ
た
言
葉
の
響
き
に
は
格
別
の
調
子
が
感
ぜ



ら
れ
る
。

い
ま
試
み
に
衛
風
・
淇
奥
第
一
章
「
瞻
彼
淇
奧
、
剥
竹
猗
猗
、
有
匪
君
子
、
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
、
瑟
兮
倒
兮
、
赫
兮

兮
、
有
匪
君
子
、

終
不
可

兮
」
を
読
ん
で
み
る
。
ま
ず
、
右
側
に
付
さ
れ
た
博
士
家
流
の
訓
点
に
従
っ
た
も
の
は
次
の
よ
う
に
な
る
（
表
記
は
現
代
の
そ
れ
に
し

た
が
っ
た
）。
ち
な
み
に
服
部
宇
之
吉
の
「
漢
文
大
系
」
所
収
『
詩
経
』
も
こ
の
系
統
の
訓
読
で
あ
る
（
服
部
宇
之
吉
一
九
七
五
）。

「
彼
の
淇
奥
（
キ
イ
ク
）
を
瞻
（
み
）
れ
ば
、
緑
竹
猗
猗
（
ア
ア
）
た
り
、
匪
（
ヒ
）
た
る
君
子
有
り
、
切
す
る
が
如
く
磋
す
る
が
如
く
、
琢

す
る
が
如
く
磨
す
る
が
如
し
、
瑟
た
り
倒
（
カ
ン
）
た
り
、
赫
た
り

（
カ
ン
）
た
り
、
匪
た
る
君
子
有
り
、
終
（
つ
い
）
に

（
わ
す
）
る
可

か
ら
ず
」

次
に
、
経
文
の
左
側
に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
っ
て
書
き
下
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
文
選
読
み
が
豊
富
に
使
わ
れ
る
。

「
彼
の
淇
奥
（
キ
イ
ク
）
の
キ
の
く
ま
を
瞻
（
み
）
れ
ば
、
緑
竹
（
リ
ョ
ク
チ
ク
）
の
み
ど
り
の
た
け
猗
猗
（
ア
ア
）
と
お
い
さ
か
ん
な
り
、

匪
（
ヒ
）
と
あ
や
あ
る
君
子
の
む
ま
き
ひ
と
有
り
、
切
（
き
）
れ
る
が
如
く
磋
（
と
）
げ
る
が
如
く
、
琢
（
う
）
つ
が
如
く
磨
（
み
が
）
け
る
が

如
し
、
瑟
（
シ
ツ
）
と
つ
つ
し
み
倒
（
カ
ン
）
と
お
ご
そ
か
に
、
赫
（
カ
ク
）
と
あ
き
ら
か
に

（
カ
ン
）
と
い
ち
じ
る
し
、
匪
（
ヒ
）
と
あ
や

あ
る
君
子
の
む
ま
き
ひ
と
有
り
、
終
（
つ
い
）
に

（
わ
す
）
る
可
か
ら
ず
」

文
選
読
み
の
字
音
部
分
を
は
ず
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
か
の
淇
（
キ
）
の
く
ま
を
み
れ
ば
、
み
ど
り
の
た
け
お
い
さ
か
ん
な
り
、
あ
や
あ
る
む
ま
き
ひ
と
あ
り
、
き
れ
る
が
如
く
と
げ
る
が
如
く
、

う
つ
が
如
く
み
が
け
る
が
如
し
、
つ
つ
し
み
お
ご
そ
か
に
、
あ
き
ら
か
に
い
ち
じ
る
し
、
あ
や
あ
る
む
ま
き
ひ
と
あ
り
、
つ
い
に
わ
す
る
べ
か
ら

ず
」貝

塚
茂
樹
一
九
六
一
は
こ
の
三
番
目
の
読
み
を
紹
介
し
て
惺
窩
点
を
称
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
羅
山
に
よ
る
と
こ
の
詩
経
は
朱
子
の
伝
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
王
朝
か
ら
行
わ
る
倭
訓
の
易
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
採
用
し
て
い
る

と
い
う
。
清
朝
の
考
証
学
者
の
注
、
さ
ら
に
は
金
文
の
知
識
を
も
と
に
し
た
新
注
か
ら
見
れ
ば
、
朱
子
の
注
の
如
き
は
、
細
部
に
は
な
お
多
く
の
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問
題
点
を
残
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
藤
原
惺
窩
の
訓
は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
。
先
ず
国
語
と
し
て
格
調
が
堂
々

と
し
て
い
て
、
朗
々
と
誦
す
る
と
、
こ
の
盛
声
は
自
ら
耳
に
充
ち
あ
ふ
れ
る
感
じ
が
す
る
」

し
か
し
、
惺
窩
流
の
訓
読
は
後
世
に
流
布
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
近
世
の
訓
読
史
あ
る
い
は
訓
読
教
育
史
の
な
か
で
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
端
的
に
い
え
ば
、
こ
の
訓
点
は
原
文
の
暗
誦
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
す
な
わ
ち
邦
人
の
漢
作
詩
文
の
参
考
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
こ
の
和
訓
を
暗
誦
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
文
を
復
す
る
こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
。
逆
に
、
博
士
家
流
の
読
み
方
の
ほ
う
が

容
易
に
原
文
を
想
起
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
前
に
、
詩
の
解
釈
が
朱
子
の
新
注
に
近
づ
き
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
側
面
を
忘
れ
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
た
と
え
ば
召
南
・
采

二
章
「
于
以
采

、
于
澗
之
中
、
于
以
用
之
、
公
侯
之
宮
」
を
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
―
一
五
五
〇
）
の
点
に
従
え
ば
「
于
（
ゆ
）
い
て
も
っ

て

を
采
（
と
）
る
、
澗
の
う
ち
に
、
于
（
ゆ
）
い
て
も
っ
て
用
ゆ
る
、
公
侯
の
宮
に
」
と
読
む
。「
于
以
」
は
第
一
章
の
「
鄭
箋
」「
于
以
は
な

お
往
以
と
言
う
ご
と
し
」
に
従
い
、「
宮
」
は
「
毛
伝
」「
宮
は
廟
な
り
」
と
あ
る
の
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
惺
窩
点
は
「
于

（
こ
こ
）
に
も
っ
て

を
采
（
と
）
る
、
澗
（
た
に
）
の
う
ち
に
、
こ
こ
に
も
っ
て
用
ゆ
る
、
公
侯
の
宮
に
／
み
や
に
／
か
い
こ
や
に
」
の
よ
う

に
「
宮
」
に
一
つ
の
音
読
み
（
本
文
右
に
縦
線
表
記
）
と
二
つ
の
訓
読
み
を
与
え
て
い
る
。「
み
や
」
は
『
類
聚
名
義
抄
』『
色
葉
字
類
抄
』
な
ど

に
も
見
え
る
伝
統
的
な
訓
で
、
朱
子
「
集
伝
」
に
も
「
宮
は
廟
な
り
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
か
い
こ
や
」
は
伝
統
的
な

古
字
書
に
は
一
切
記
述
の
な
い
訓
で
あ
る
。
そ
れ
も
道
理
で
、
こ
れ
は
朱
子
「
集
伝
」
の
「
或
る
ひ
と
曰
く
、
即
ち
記
に
い
わ
ゆ
る
公
桑
蠶
室
な

り
〔
注：

礼
記
・
祭
義
に
、
古
は
天
子
諸
侯
、
必
ず
公
桑
蠶
室
あ
り
、
と
あ
る
〕」
に
も
と
づ
く
解
釈
で
あ
る
。
和
訓
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
解

釈
で
あ
る
。「
于
」
に
つ
い
て
は
「
毛
伝
」「
集
伝
」
両
者
の
「
于
は
於
な
り
」
に
従
っ
た
。

そ
れ
で
も
「
宮
」
の
例
は
新
注
に
両
説
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
ま
だ
分
か
り
や
す
い
。
古
注
と
新
注
と
で
解
釈
が
相
反
し
て
い
る
詩
句
で
、

新
注
の
み
を
と
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
に
は
注
意
を
要
す
る
。
た
と
え
ば
召
南
・
甘
棠
一
章
「
蔽

甘
棠
」
に
つ
い
て
、
宣
賢
は
「
蔽

（
ヘ

イ
ヒ
）
た
る
甘
棠
（
カ
ン
ト
ウ
）
を
」
と
読
み
、「
蔽
」
の
意
味
は
「
毛
伝
」
の
「
蔽
は
小
（
す
く
な
）
き
貌
」
に
従
う
が
、
惺
窩
は
「
蔽



（
ヘ
イ
ヒ
）
と
さ
か
ん
な
る
甘
棠
（
カ
ン
ト
ウ
）
の
あ
ま
な
し
」
と
読
み
、「
蔽

」
の
意
味
は
「
集
伝
」
の
「
蔽

は
盛
ん
な
る
貌
」
と
あ
る
の

に
従
う
だ
け
で
、
相
反
す
る
解
釈
の
「
毛
伝
」
は
一
顧
だ
に
し
な
い
。

日
本
の
外
国
文
化
摂
取
の
場
面
で
は
こ
う
し
た
態
度
は
歓
迎
さ
れ
ず
、
新
注
渡
来
以
後
も
古
注
と
新
注
を
折
衷
す
る
解
釈
を
志
向
し
て
き
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
側
面
も
惺
窩
点
が
流
布
し
得
な
い
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
い
ま
、
そ
の
こ
と
を
詳
述
す
る
い
と
ま
は
な
い
。

訓
点
語
に
関
心
を
絞
る
と
、
村
上
雅
孝
一
九
九
八
、
同
二
〇
〇
五
で
は
惺
窩
点
に
お
け
る
博
士
家
の
古
訓
の
伝
承
を
確
認
し
、
中
古
語
（
和
語
）

の
駆
使
に
よ
る
訓
の
創
出
を
え
が
き
だ
す
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
た
だ
、
や
は
り
『
詩
経
』
は
「
詩
序
」「
毛
伝
」「
鄭
箋
」『
経

典
釈
文
』
を
含
む
「
注
疏
」、
お
よ
び
朱
子
の
「
集
伝
」
の
詩
説
（
字
句
の
訓
詁
の
参
照
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
）
な
ど
、
こ
れ
ら
を
慎
重
に

読
み
解
い
た
上
で
の
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
注
に
も
と
づ
く
惺
窩
の
解
釈
、
い
わ
ば
「
新
訓
の
創
出
」
に
照
明
を
あ
て
て
そ
の
独
自

性
や
本
質
を
探
り
出
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

二
　
字
音
表
記
の
問
題

惺
窩
点
『
詩
経
』
の
表
記
に
は
検
討
を
加
え
る
べ
き
問
題
が
多
方
面
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
和
語
の
表
記
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
お
き
、
こ

こ
で
は
漢
字
音
の
扱
い
に
つ
い
て
問
題
に
す
る
。

①
ま
ず
、
刊
本
に
あ
り
が
ち
な
誤
刻
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
周
南
・
関
雎
二
章
「

菜
＝
カ
フ
サ
イ
の
あ
さ
ゞ
」
の
「

カ
フ
」
は
、
あ
る

い
は
召
南
・
采
蘋
一
章
「
行
潦
＝
□
ラ
フ
の
に
わ
た
づ
み
（「
行
」
に
字
音
は
あ
て
て
い
な
い
）」
の
「
潦
ラ
フ
」
の
よ
う
に
ウ
を
フ
に
書
く
の
は
、

古
形
を
表
記
し
よ
う
と
し
て
誤
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
誤
刻
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ほ
か
の
章
句
で
「

」
と
同
音
の
「
行
」
は

カ
ウ
に
な
っ
て
い
る
。

②
し
か
し
、
鄭
風
・
大
叔
于
田
二
章
「
縱
送
セ
ウ
ソ
ウ
と
や
は
な
ち
ゆ
み
（
を
）〔
お
〕
さ
む
」
の
「
縱
セ
ウ
」
は
ほ
か
の
章
句
で
も
セ
ウ
で
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あ
る
。
こ
れ
は
惺
窩
の
時
代
す
で
に
シ
ョ
ウ
と
拗
音
化
し
て
い
た
も
の
を
、
古
形
に
復
す
際
に
犯
し
た
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
復
古
錯
誤
と
も
い
う
べ

き
現
象
で
、
例
え
ば
「
泥
鰌
＝
ド
ジ
ャ
ウ
」
が
ド
ジ
ョ
ウ
に
な
っ
て
か
ら
古
形
に
復
そ
う
と
し
て
ド
ゼ
ウ
と
書
い
て
し
ま
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

③
原
則
と
し
て
漢
音
を
使
用
す
る
。
た
と
え
ば
周
南
・
兔

一
章
「
公
侯
干
城
（
公
侯
の
き
み
の
カ
ン
ゼ
イ
の
た
て
し
ろ
な
り
）」
の
「
城
＝

ゼ
イ
」、
ま
た

風
・
凱
風
三
章
「
母
氏
労
苦
（
母
氏
労
コ
す
）」
の
「
苦
＝
コ
」
の
よ
う
に
、
通
行
す
る
呉
音
「
城
＝
ジ
ョ
ウ
（
ジ
ャ
ウ
）」

「
苦
＝
ク
」
を
と
ら
な
い
（
３
）
。

④
そ
の
逆
に
、
一
見
、
呉
音
併
記
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
実
は
呉
音
で
は
な
く
、
朱
子
『
詩
集
伝
』
の
叶
韻
反
切
に
も
と
づ
く
漢
字
音
表
記

で
あ
る
。
た
と
え
ば

風
・
定
之
方
中
二
章
「
景
山
与
京
」
は
「
サ
ン
と
キ
ャ
ウ
（
ケ
イ
）
と
、
か
げ
は
か
る
こ
と
は
」
と
読
み
、「
京
」
字
の

右
側
に
キ
ョ
ウ
、
左
側
に
ケ
イ
と
字
音
を
表
記
し
て
い
る
が
、
右
の
キ
ョ
ウ
は
『
詩
集
伝
』
の
音
注
「
叶
居
良
反
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま

惺
窩
点
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
叶
韻
反
切
に
よ
る
字
音
表
記
は
一
八
〇
箇
所
を
数
え
る
。『
詩
集
伝
』
に
は
通
行
本
な
ら
一
三
六
〇
例
、
宋
刊
本

な
ら
一
五
七
六
例
の
叶
韻
反
切
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
注
10
参
照
）。
そ
の
一
三
、
二
％
な
い
し
は
一
一
、
四
％
程
度
を
惺
窩
が
日
本
漢
字
音
と
し

て
導
入
し
て
い
る
事
実
は
興
味
深
い
。
そ
の
一
覧
が
別
表
で
あ
り
、
惺
窩
が
叶
韻
反
切
に
よ
っ
て
つ
け
た
字
音
の
全
て
を
あ
げ
て
あ
る
。
一
覧
表

は
以
下
の
考
察
に
資
す
る
と
と
も
に
読
書
の
際
の
参
照
資
料
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
叶
韻
説
の
興
廃

『
詩
経
』
に
お
け
る
叶
韻
と
は
、
紀
元
前
五
百
年
前
後
に
編
定
さ
れ
た
詩
を
後
世
の
読
者
が
読
む
場
合
、
そ
の
間
に
生
じ
た
字
音
の
歴
史
的
な

ず
れ
を
修
正
し
て
、
つ
ま
り
臨
時
に
読
み
替
え
て
通
押
を
求
め
る
処
理
の
こ
と
を
い
う
（
４
）
。

た
と
え
ば

風
・
燕
燕
の
「
燕
燕
于
飛
、
下
上
其
音
、
之
子
上
歸
、
遠
送
于
南
、
瞻
望
弗
及
、
實
勞
我
心
」、
上
古
で
は
「
音
」「
南
」「
心
」

三
字
が
押
韻
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
（
す
べ
て
中
舌
母
音
）、
六
朝
期
に
な
る
と
イ
ム
・
ナ
ム
・
シ
ム
の
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
「
南
」
の
母
音



が
遠
く
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
梁
の
沈
重
（
五
〇
〇
―
五
八
三
）
は
ナ
ム
を
ニ
ム
と
読
み
替
え
て
韻
を
協
す
べ
き
だ
と
考
え
、
彼
の

『
毛
詩
音
』
に
「
協
句
、
宜
乃
林
反
」
と
あ
っ
た
（
こ
れ
は
す
で
に
佚
書
で
、
当
該
箇
所
は
唐
・
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
の
引
用
に
よ
る
）。
な
お

叶
韻
は
、
沈
重
の
使
用
し
た
「
協
句
」
の
ほ
か
、「
合
韻
」「
協
韻
」「
叶
音
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

唐
の
陸
徳
明
（
五
五
六
？
―
六
二
七
？
）
は
沈
重
の
協
句
説
を
紹
介
し
つ
つ
も
、「
古
人
は
押
韻
規
則
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
の
で
、
南
は
字

の
如
く
ナ
ム
に
読
ん
で
か
ま
わ
な
い
」
と
し
て
臨
時
の
読
み
替
え
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

宋
の
呉

（
一
一
〇
〇
―
一
一
五
五
）
に
至
る
と
『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
が
編
ま
れ
て
全
面
的
に
叶
韻
説
の
採
用
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
書
は
伝
わ

ら
な
い
。
か
わ
り
に
上
古
の
『
易
経
』
・
『
書
経
』
・
『
詩
経
』
か
ら
同
時
代
の
欧
陽
修
や
蘇
軾
ら
の
作
品
五
十
種
を
資
料
と
し
、
押
韻
例
を
採

取
し
て
編
ん
だ
『
韻
補
』
が
残
っ
て
お
り
（
一
一
六
八
年
、
徐

の
序
を
つ
け
て
刊
行
）、
こ
こ
に
は
沈
重
の
協
句
な
ど
、
六
朝
か
ら
唐
ま
で
の

叶
韻
説
が
大
幅
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

宋
・
朱
子
（
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
）
は
『
詩
集
伝
』（
淳
熙
四
年
一
一
七
七
序
）
を
編
む
に
あ
た
っ
て
、
呉

の
『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
の
叶

韻
説
を
全
面
的
に
採
用
し
て
注
釈
を
書
い
た
。
叶
韻
の
適
用
範
囲
を
さ
ら
に
『
楚
辞
』
に
ま
で
広
げ
た
の
が
『
楚
辞
集
注
』
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

叶
韻
説
の
最
も
豊
富
な
資
料
を
今
日
に
提
供
し
て
い
る
の
が
朱
子
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
『
詩
経
』
研
究
は
次
第
に
叶
韻
の
批
判
に
か
た
む
き
、
後
代
の
字
音
で
読
ん
で
押
韻
し
な
く
て
も
、
後
代
は
韻
が
崩
れ
て

い
る
も
の
だ
か
ら
当
然
な
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
く
る
。

元
の
戴

『
六
書
故
』（
一
三
二
〇
年
刊
）
に
は
「
た
と
え
ば
野
を
ジ
ョ
（
上
與
反
）、
下
を
ゴ
（
後
五
反
）
と
す
る
な
ど
は
、
両
方
と
も
古
の

正
音
で
あ
っ
て
合
と
は
異
な
り
、
合
韻
な
ど
で
は
な
い
（
５
）
」
と
あ
り
、
明
の
焦
売
（
一
五
四
〇
―
一
六
二
〇
）『
焦
氏
筆
乗
』（
一
六
〇
六
年
刊
）
に

は
「
詩
に
は
古
韻
今
韻
が
あ
る
が
、
古
韻
は
久
し
い
間
に
伝
わ
ら
な
く
な
り
、
毛
詩
離
騒
を
学
ぶ
も
の
は
こ
れ
ら
を
み
な
今
韻
で
読
む
。
韻
が
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
る
と
強
引
に
発
音
し
て
、
そ
れ
を
叶
だ
と
い
う
。
わ
た
し
は
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
（
６
）
」
と
言
う
。
ま
た
焦

は
友
人
陳
第
（
一

五
四
一
―
一
六
一
七
）
の
『
毛
詩
古
音
考
』
に
序
（
万
暦
三
四
、
一
六
〇
六
年
の
年
記
）
を
寄
せ
て
「
あ
ち
こ
ち
付
き
合
わ
せ
、
古
韻
は
お
の
ず
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と
今
と
異
な
る
の
に
叶
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
の
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
『
筆
乗
』
で
そ
の
こ
と
に
論
及
し
た
の
だ
が
、
陳
第
が
ひ
そ
か
に
私
と

同
じ
考
え
だ
っ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
（
７
）
」
と
書
い
た
。

陳
第
の
『
毛
詩
古
音
考
』
は
跋
に
「
む
か
し
焦
太
史
の
『
筆
乗
』
を
読
ん
で
み
る
と
『
古
詩
に
叶
韻
は
な
い
』
と
書
い
て
あ
っ
た
が
前
人
が
言

わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
名
言
だ
と
思
っ
た
（
８
）
」
と
記
し
た
。
こ
の
書
は
『
詩
経
』
の
押
韻
を
そ
れ
独
自
の
も
の
と
し
て
整
理
し
（
本

証
と
呼
ん
だ
）、
ほ
か
の
資
料
の
押
韻
現
象
を
傍
証
と
し
て
資
料
の
扱
い
を
厳
密
に
し
た
著
述
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
『
毛
詩
古
音
考
』
自
序
で
は

「
時
に
は
古
今
が
あ
り
、
地
に
は
南
北
が
あ
り
、
字
に
は
更
革
が
あ
り
、
音
に
は
転
移
が
あ
る
の
も
、
勢
い
の
必
ず
至
る
所
な
の
で
あ
る
（
９
）
」
と
言

っ
て
、
言
語
が
時
間
と
空
間
に
よ
っ
て
変
わ
り
得
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
叶
韻
説
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
叶
韻
を
論
ず
る
た
め
に
整
理
集
積
さ
れ
た
資
料
は
、
明
代
の
一
層
の
整
理
を
経
て

清
朝
古
音
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
（
10
）
。

四
　
惺
窩
点
の
叶
韻
か
ら
見
え
る
も
の

叶
韻
を
『
詩
経
』
の
訓
読
に
導
入
し
た
の
は
惺
窩
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
そ
の
導
入
の
し
か
た
と
、
そ
の
意
義
と
、
さ
ら
に
は
訓
釈
の
所
拠
本

の
こ
と
な
ど
、
叶
韻
一
覧
表
か
ら
見
え
る
も
の
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

（
１
）
博
士
家
の
清
原
宣
賢
ら
は
『
詩
集
伝
』
を
読
ん
で
は
い
る
が
、
朱
子
の
詩
説
を
採
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
大
変
に
控
え
め
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
惺
窩
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
朱
子
の
詩
説
に
よ
り
つ
つ
読
み
解
い
た
。
そ
の
こ
と
が
叶
韻
説
を
採
用
し
た
漢
字
音
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ

と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
い
か
に
ま
る
ご
と
朱
子
の
導
入
を
は
か
っ
た
か
が
思
い
や
ら
れ
る
。

（
２
）
叶
韻
に
よ
る
字
音
読
み
は
文
選
読
み
を
行
な
う
箇
所
に
多
く
現
れ
る
。
惺
窩
点
の
左
側
は
和
訓
を
多
用
す
る
読
み
方
を
示
す
が
（
村
上

雅
孝
一
九
九
八
）、
音
読
み→

訓
読
み
と
い
う
文
選
読
み
を
行
な
っ
て
、
字
音
の
和
諧
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。



（
３
）
訓
読
み
す
る
漢
字
に
字
音
を
つ
け
な
い
の
は
当
然
で
、
叶
韻
字
音
の
記
述
の
余
地
は
な
い
。
し
か
し
音
読
み
す
る
箇
所
で
あ
っ
て
、
且

つ
『
詩
集
伝
』
に
叶
韻
反
切
が
附
さ
れ
て
い
て
も
、
正
音
の
み
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
（
召
南
・
小
星
の
「
昴
」
が
叶
力
求
反
で
も
バ
ウ
の
み
）。

（
４
）
惺
窩
点
は
「
集
伝
」
に
叶
韻
が
あ
れ
ば
叶
韻
と
正
音
と
を
併
記
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
だ
、「
集
伝
」
で
す
で
に
正
音
反
切
が
つ
い

て
も
正
音
字
音
を
書
か
な
い
も
の
が
あ
る
。
反
対
に
、
そ
れ
が
な
く
て
も
通
行
の
漢
音
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（
一
覧
表
字
音
欄
の

【

】）。

（
５
）
惺
窩
の
叶
韻
字
音
は
、
弟
子
の
林
羅
山
の
い
わ
ゆ
る
道
春
点
『
詩
経
』
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
家
蔵
の
享
保
十
八
年

（
一
七
〇
三
）
刊
『
新
点
校
正
詩
経
』
で
は
「
發
＝
ヘ
ツ
」「

＝
ホ
ウ
」
以
外
に
は
そ
れ
ら
し
い
字
音
が
な
い
。
た
だ
し
道
春
点
の
初
期
の
本
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
今
後
の
調
査
を
ま
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
惺
窩
の
叶
韻
字
音
は
空
前
で
絶
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
６
）
一
覧
表
で
惺
窩
の
叶
韻
字
音
の
も
と
に
な
っ
た
「
集
伝
」
の
反
切
を
検
討
し
て
み
る
と
、
明
清
に
か
け
て
通
行
し
た
テ
キ
ス
ト
の
『
詩

集
伝
』
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
清
の
通
行
本
『
詩
集
伝
』
は
武
英
殿
版
の
そ
れ
で
容
易
に
確
認
で

き
、
基
本
的
に
は
わ
が
「
漢
文
大
系
」（
服
部
宇
之
吉
一
九
七
五
）
の
「
集
伝
」
も
同
じ
で
あ
る
（
た
だ
し
、
字
音
は
当
該
字
の
も
と
に
な
く
、

一
箇
所
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
不
便
で
あ
る
）。
以
下
の
字
音
は
通
行
本
に
は
存
在
し
な
い
叶
韻
反
切
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
惺
窩
点
で
は

叶
韻
字
音
に
な
っ
て
い
る
リ
ス
ト
で
あ
る
。
参
考
に
つ
け
た
反
切
は
『
詩
伝
大
全
』
に
よ
る
も
の
（
後
述
）。「
叶
」
字
が
抜
け
て
い
て
叶
韻
で
あ

る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
以
下
の
一
字
二
音
の
例
は
叶
韻
の
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
金
周
生
二
〇
〇
五
な
ど
）。

11
汝
墳
①
「
伐
其
條
枚
」
の
「
枚
＝
ビ
」
叶
莫
悲
反
、
バ
イ
（
通
行
本：

音
梅
）

27
碩
人
③
「
朱
蚣

」
の
「

＝
ホ
ウ
」
叶
音
褒
、
ヘ
ウ
表
驕
反
（
通
行
本：

音
標
）

115
山
有
樞
①
「
山
有
樞
」
の
「
樞
＝
ヲ
ウ
、
シ
ュ
」
烏
侯
昌
朱
二
反
（
通
行
本
な
し
）

115
山
有
樞
①
「
隰
有
楡
」
の
「
楡
＝
イ
ウ
、
ユ
」
夷
周
以
朱
二
反
（
通
行
本
な
し
）

163
皇
皇
者
華
②
「
我
馬
維
駒
」
の
「
駒
＝
コ
ウ
、
ク
」
恭
于
恭
侯
二
反
（
通
行
本
な
し
）
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218
車

①
「
間
關
車
之

兮
」
の
「

＝
カ
イ
、
カ
ツ
」
胡
瞎
下
介
二
反
（
通
行
本
な
し
）

一
方
、
通
行
本
『
詩
集
伝
』
と
別
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
陸
心
源
旧
蔵
書
、
す
な
わ
ち
我
が
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
宋
刊
逓
修
本
『
詩
集
伝
』

が
あ
る
。
惺
窩
点
叶
韻
字
音
は
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
よ
く
合
う
の
で
あ
る
が
、
惺
窩
が
宋
刊
『
詩
集
伝
』
を
見
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、

宋
刊
本
で
は
か
え
っ
て
合
わ
な
い
も
の
が
あ
る
。
以
下
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
（
反
切
は
『
詩
伝
大
全
』
に
よ
る
）。

186
白
駒
③
「
慎
爾
優
游
」
の
「
游
＝
ヲ
」
叶
汪
胡
反
（
宋
本
「
云
倶
反
」
ウ
）

297

③
「
以
車
繹
繹
」
の
「
繹
＝
ヤ
ク
」
叶
弋
灼
反
（
宋
本
に
音
注
な
し
）

上
の
八
条
を
す
べ
て
満
た
す
叶
韻
反
切
は
、
結
局
、
元
の
胡
広
が
編
集
し
た
『
五
経
大
全
』
の
な
か
の
『
詩
伝
大
全
』（
こ
の
書
名
は
四
庫
全

書
所
収
の
も
の
、
普
通
は
『
詩
経
大
全
』）
で
あ
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、「
集
伝
」
に
は
叶
韻
と
は
書
い
て
い
な
い
が
、
召
南
・
甘
棠
一
章
「
蔽

」
の
「

＝
ヒ
」
が
通
行
本
で
は
「
音
廢
ハ
イ
」

と
あ
り
、
宋
本
「
集
伝
」
な
い
し
は
『
詩
伝
大
全
』
で
は
「

、
非
貴
反
＝
ヒ
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

要
す
る
に
、
藤
原
惺
窩
が
導
入
し
た
朱
子
の
詩
説
・
訓
釈
は
単
行
の
『
詩
集
伝
』
で
は
な
く
『
五
経
大
全
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
経
文

に
つ
い
て
は
つ
と
に
阿
部
吉
雄
一
九
六
五
が
内
閣
文
庫
蔵
の
「
姜

彙
抄
十
六
種
」
の
紹
介
を
す
る
中
で
、「（「
彙
抄
」
の
）『
易
』
の
底
本
は

『
五
経
大
全
』
に
拠
っ
た
も
の
の
よ
う
で
『
程
子
易
伝
』
に
従
い
『
朱
子
本
義
』
を
合
わ
せ
て
い
る
。
惺
窩
点
と
称
す
る
林
羅
山
附
跋
の
『
新
板

五
経
』（
寛
永
五
年
刊
、
内
閣
文
庫
蔵
）
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
易
だ
け
で
は
な
く
後
記
の
五
経
は
全
部
そ
れ
に
一
致
し
て
い
る
」
と
い
っ
て
、

惺
窩
点
『
詩
経
』
の
経
文
は
『
五
経
大
全
』
本
に
よ
る
と
し
た
。

確
か
に
、
惺
窩
点
本
で
は
た
と
え
ば
179
車
攻
⑥
「
兩
驂
不
猗
」
の
「
猗
」
字
を
『
五
経
大
全
』
本
と
同
じ
「
倚
」
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

阿
部
氏
の
調
査
が
確
認
で
き
る
（
一
覧
表
参
照
）。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
経
文
の
み
な
ら
ず
字
音
の
つ
け
か
た
か
ら
見
て
、
惺
窩
が
訓
点
を
つ
け
る
際
に
机
上
に
お
い
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

『
五
経
大
全
』
本
『
詩
経
』
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。



本
論
冒
頭
に
か
か
げ
た
『
新
板
五
経
』
の
羅
山
跋
に
「
易
は
則
ち
程
伝
に
從
ひ
朱
義
を
兼
ね
、
詩
は
則
ち
朱
伝
を
主
と
し
、
書
は
則
ち
蔡
伝
に

原
（
も
と
）
づ
き
、
礼
記
は
則
ち
陳
説
に
依
り
、
春
秋
は
則
ち
胡
伝
に
拠
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
『
五
経
大
全
』

を
構
成
す
る
宋
儒
の
注
釈
で
あ
っ
て
、
本
論
で
は
『
詩
経
』
の
字
音
に
よ
っ
て
明
確
に
羅
山
の
文
言
を
確
認
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
（
11
）
。

日
本
朱
子
学
史
に
と
っ
て
『
五
経
大
全
』
に
含
ま
れ
る
明
人
の
著
述
部
分
の
思
想
史
的
意
義
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
将

軍
家
の
紅
葉
山
文
庫
や
昌
平
坂
学
問
所
に
は
数
点
の
舶
載
『
五
経
大
全
』
が
あ
っ
て
い
ず
れ
も
国
立
公
文
書
館
に
現
存
す
る
（
12
）
。
そ
れ
は
必
ず
し
も

明
人
の
儒
学
を
学
ぶ
た
め
に
「
大
全
」
を
将
来
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
当
時
、
宋
学
の
五
経
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
ら
『
五
経
大
全
』
を
購

う
の
が
便
宜
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
宋
学
の
教
科
書
と
し
て
『
五
経
大
全
』
を
舶
載
し
た
の
だ
と
考
え
て
よ
い
。

た
だ
し
、
た
と
え
ば
今
日
我
々
が
惺
窩
点
『
詩
経
』
を
読
み
解
く
場
合
に
、「
漢
文
大
系
」
な
ど
の
通
行
本
『
詩
集
伝
』
を
傍
ら
に
置
く
だ
け

で
は
不
充
分
で
、
で
き
る
限
り
『
詩
伝
大
全
』
を
参
照
し
つ
つ
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
叶
韻
字
音
の
読
み
取
り
と
い
う
、
い
わ
ば
字

面
の
問
題
だ
け
か
ら
で
も
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

〔
註
〕

（
１
）

藤
原
惺
窩
の
伝
記
は
、
太
田
兵
三
郎
一
九
三
八
ａ
、
太
田
兵
三
郎
一
九
三
八
ｂ
、
阿
部
吉
雄
一
九
六
五
、
太
田
青
丘
一
九
八
五
な
ど
に
詳
し
い
。

（
２
）

こ
の
跋
文
は
白
文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
太
田
兵
三
郎
一
九
三
八
ｂ
が
返
点
を
付
し
て
引
用
し
て
い
る
も
の
の
、
典
故
を
確
認
せ
ざ
る
た
め
の
誤
読
を
含
む
。
こ

こ
で
は
そ
れ
を
糾
し
て
書
き
下
し
た
。

（
３
）

当
時
の
通
行
字
音
を
確
認
す
る
に
は
、
た
と
え
ば
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
年
）
の
表
記
で
み
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
は
、「
城
」
はIŏ

ジ
ャ
ウ
で
あ
り
、「
苦
」

はcu

ク
で
あ
る
（
土
井
忠
生
ほ
か
一
九
八
〇
）。

（
４
）

以
下
の
叶
韻
説
の
紹
介
は
主
と
し
て
頼
惟
勤
一
九
五
六
に
よ
る
。

（
５
）
（
行
、
戸
剛
戸
庚
二
切
、
書
傳
行
皆
戸
郎
切
、
易
與
詩
雖
有
合
韻
者
、
然
行
未
嘗
有
宕
庚
韻
者
、
慶
皆
去
羊
切
、
未
嘗
有
宕
映
韻
者
、）
如
野
之
上
與
切
、
下
之

後
五
切
、
皆
古
正
音
、
與
合
異
、
非
合
韻
也
。

（
６
）

詩
有
古
韻
今
韻
。
古
韻
久
不
傳
、
學
者
于
毛
詩
離
騒
、
皆
以
今
韻
讀
之
。
其
有
不
合
、
則
強
爲
之
音
、
曰
此
叶
也
。
予
意
不
然
、
…
。

（
７
）

彼
此
互
證
、
因
知
古
韵
自
與
今
異
、
而
以
爲
叶
者
謬
耳
、
故
筆
乘
中
間
論
及
此
、
不
謂
季
立
俯
與
余
同
也
。

（
８
）

往
年
讀
焦
太
史
筆
乘
曰
「
古
詩
無
叶
音
」、
此
前
人
未
道
語
也
、
知
言
哉
。

（
９
）

蓋
時
有
古
今
、
地
有
南
北
、
字
有
更
革
、
音
有
轉
移
、
亦
勢
所
必
至
。

―41―

藤原惺窩点本『詩経』における朱子叶音説とその所拠本



―42―

日本漢文学研究２

（
10
）

中
国
に
お
け
る
朱
子
『
詩
集
伝
』
叶
韻
に
つ
い
て
の
評
価
は
解
放
後
ま
で
ふ
る
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
詩
経
時
代
の
古
音
研
究
と
は
見
な
さ
ず
、
か

え
っ
て
宋
代
の
語
音
を
考
察
す
る
た
め
の
資
料
に
な
る
と
と
ら
え
た
研
究
が
見
ら
れ
た
程
度
で
あ
る
（
許
世
瑛
一
九
七
四
、
王
力
一
九
八
二
）。

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
。
陳
広
忠
一
九
九
九
ａ
ｂ
は
『
詩
集
伝
』
の
全
叶
韻
一
三
六
〇
例
に
（
劉
曉
南
二
〇
〇
二
に
よ
れ
ば
一
五
七
六

例
。
陳
氏
は
通
行
本
、
劉
氏
は
拠
宋
本
排
印
に
よ
る
も
の
か
）
音
理
上
の
分
析
を
加
え
て
そ
の
八
二
％
は
正
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
、
朱
子
は
古
音

学
理
論
の
最
初
の
実
践
者
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

つ
い
で
、
陳
鴻
儒
二
〇
〇
〇
は
、
朱
子
の
叶
韻
は
朱
子
の
頭
の
中
に
あ
る
古
音
で
あ
る
と
み
て
、
舒
声
十
三
部
・
入
声
八
部
の
体
系
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

陳
鴻
儒
二
〇
〇
一
は
そ
の
叶
韻
観
の
側
面
を
掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
も
の
。

劉
暁
南
二
〇
〇
三
で
は
、
朱
子
の
叶
韻
反
切
に
は
、
実
際
の
語
音
・
音
理
の
解
明
・
文
献
の
旧
読
な
ど
の
側
面
か
ら
み
て
、
そ
の
す
べ
て
に
根
拠
が
あ
り
再
評

価
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
。
さ
ら
に
劉
暁
南
二
〇
〇
四
で
は
、
朱
子
叶
韻
の
本
意
は
臨
時
の
読
み
替
え
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
宋
代
の
人
々
が
使
っ
て
い
た
一

字
多
音
の
中
か
ら
一
音
を
選
定
し
て
韻
を
合
わ
せ
た
の
だ
と
し
た
。
劉
暁
南
・
周
賽
紅
二
〇
〇
四
は
王
質
（
一
一
三
五
―
一
一
八
九
）
の
『
詩
總
聞
』
や
楊
簡

（
一
一
四
一
―
一
二
二
六
）
の
『
慈
湖
詩
伝
』
な
ど
か
ら
関
係
資
料
を
拾
い
だ
し
、
呉

の
佚
書
『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
一
三
五
九
条
を
復
元
し
て
、『
詩
集
伝
』
は

そ
の
う
ち
五
〇
〇
条
近
く
を
改
訂
し
て
使
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
改
訂
の
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
た
結
果
、
朱
子
は
朱
子
で
自
己
の
古
音
学
を
提
示
し
た
と

説
く
。
劉
暁
南
二
〇
〇
五
は
そ
の
分
析
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
呉

『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
を
朱
子
が
修
訂
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
①
方
言
と
文
献
資
料
を
に
よ
っ

て
古
音
を
考
定
し
、
理
論
的
根
拠
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に
し
た
、
②
古
音
が
協
諧
す
る
と
い
う
前
提
で
、
韻
字
の
洪
細
開
合
を
整
え
一
層
な
め
ら
か
に
和
諧
す

る
よ
う
に
さ
せ
た
、
③
古
音
を
変
更
し
な
い
と
い
う
前
提
で
、
科
挙
用
韻
の
「
詩
韻
」
に
近
づ
く
よ
う
に
し
た
、
と
い
う
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

張
民
権
二
〇
〇
五
は
、
本
書
の
刊
行
こ
そ
二
〇
〇
五
年
で
あ
る
が
十
数
年
を
か
け
た
労
作
で
、
と
く
に
王
質
『
詩
總
聞
』
楊
簡
『
慈
湖
詩
伝
』
朱
子
『
詩
集
伝
』

の
三
書
か
ら
『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
を
復
元
し
た
下
篇
「
呉

『
詩
補
音
』
彙
考
校
注
」
は
三
二
〇
頁
を
こ
え
る
資
料
的
価
値
の
極
め
て
高
い
一
篇
で
あ
る
。
ま
た
、

朱
子
以
外
の
宋
代
の
古
音
研
究
の
情
況
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
が
後
代
の
古
音
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
と
し
て
、
中
国
音
韻
学
史
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
出
し

た
。台

湾
の
浩
瀚
な
研
究
書
、
金
周
生
二
〇
〇
五
で
は
①
朱
子
の
注
音
は
宋
代
語
音
研
究
の
資
料
た
り
得
な
い
こ
と
、
②
や
は
り
王
質
『
詩
總
聞
』
楊
簡
『
慈
湖
詩

伝
』
か
ら
関
係
資
料
を
拾
い
だ
し
、『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
を
復
元
し
て
（
た
だ
し
、
張
民
権
の
作
業
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
仄
聞
し
、
復
元
結
果
は
公
表
し

な
か
っ
た
）、
劉
暁
南
と
は
逆
に
、
朱
子
『
詩
集
伝
』
の
叶
韻
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
毛
詩
叶
韻
補
音
』
を
沿
用
し
た
注
音
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
本
書
に
は
行

論
の
デ
ー
タ
を
全
て
付
録
のC

D
R
O
M

で
提
供
す
る
（W

in
d
ow
sX
P

の
台
灣
モ
ー
ド
で
使
用
可
能
）。

朱
子
叶
韻
を
古
音
研
究
と
と
ら
え
な
い
最
近
の
研
究
に
は
蒋
冀
騁
二
〇
〇
一
が
あ
り
、
現
代

方
言
と
宋
代

方
言
の
語
音
体
系
と
韻
図
編
纂
の
実
際
の
状
況

と
を
考
察
し
て
、
朱
子
の
叶
韻
反
切
は

方
言
の
反
映
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
舌
尖
母
音
（zi

やzh
i

の
母
音
）
が
朱
憙
の
反
切
に
見
ら
れ

る
と
い
う
説
に
は
根
拠
が
な
い
と
す
る
（
許
世
瑛
一
九
七
四
、
王
力
一
九
八
二
へ
の
反
論
。
舌
尖
母
音
宋
代
発
生
説
は
周
祖
謨
「
宋
代
卞
洛
語
音
考
」
補
仁
学
誌

一
九
四
三
で
出
さ
れ
、
の
ち
反
論
が
少
な
く
な
い
）。

劉
曉
南
二
〇
〇
一
も
朱
子
は
自
己
の
母
語

語
と
古
音
が
「
暗
合
」
し
て
い
る
と
み
て
、
叶
音
の
認
定
の
際
に
は
そ
の
大
部
分
に
つ
い
て

音
に
依
拠
し
て
古



音
を
確
定
し
た
と
説
き
、
叶
音
反
切
を

音
で
説
明
す
る
試
み
を
行
っ
た
。
劉
曉
南
二
〇
〇
二
で
は
、
朱
子
叶
音
に
は
反
切
上
字
の
改
注
が
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
上
字
の
声
母
と
宋
代
の
文
献
資
料
、
下
っ
て
現
代

方
言
な
ど
と
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
宋
代

方
言
の
音
韻
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
し
、
一
三
種
類
の
音
韻
特
徴
を
帰
納
し
て
一
九
声
母
を
再
構
成
し
た
。

（
11
）
『
五
経
大
全
』
は
永
楽
帝
の
命
を
受
け
た
胡
広
の
勅
撰
書
。『
易
』（
周
易
伝
義
大
全
）
は
二
董
氏
（
董
楷
・
董
真
卿
）
と
二
胡
氏
（
胡
一
桂
・
胡
炳
文
）
の
書
、

『
書
』（
書
伝
大
全
）
は
陳
櫟
の
『
書
説
纂
疏
』、『
詩
』（
詩
経
大
全
あ
る
い
は
詩
伝
大
全
）
は
劉
瑾
の
『
詩
伝
通
釈
』、『
礼
』（
礼
記
集
説
大
全
）
は
陳

の
『
礼

記
集
説
』、『
春
秋
』（
春
秋
集
伝
大
全
）
は
汪
克
寛
の
『
春
秋
胡
伝
纂
疏
』
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
は
そ
れ
ぞ
れ
朱
子
の
『
周
易
本
義
』、
蔡
沈

の
『
書
集
伝
』、
朱
子
の
『
詩
集
伝
』、
陳

の
『
礼
記
集
説
』、
胡
安
国
の
『
春
秋
伝
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
も
の
に
過

ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
羅
山
の
跋
文
は
こ
れ
ら
『
五
経
大
全
』
の
種
本
を
羅
列
し
、
惺
窩
は
あ
く
ま
で
も
宋
学
、
程
朱
の
学
に
の
っ
と
っ
た
加
点
を
行
な
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

（
12
）

①
明
・
成
化
七
年
本
（
林
羅
山
旧
蔵
）、
②
明
・
万
暦
三
三
年
本
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
）、
③
明
・
万
暦
三
三
年
本
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
）、
④
清
・
康
煕
三

五
年
本
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
）、
⑤
清
・
康
煕
五
六
年
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
）、
⑥
朝
鮮
本
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
）

【
参
考
文
献
】

〔
日
本
〕
五
十
音
順

阿
部
吉
雄
一
九
六
五

『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
東
京
大
学
出
版
会

石
田
一
良
・
金
谷
治
一
九
七
五

日
本
思
想
大
系
28
『
藤
原
惺
窩
　
林
羅
山
』
岩
波
書
店

太
田
兵
三
郎
一
九
八
三
ａ

「
藤
原
惺
窩
略
伝
」『
藤
原
惺
窩
集
』
国
民
精
神
文
化
研
究
所
所
収

太
田
兵
三
郎
一
九
八
三
ｂ

「
藤
原
惺
窩
の
人
と
学
芸
」『
藤
原
惺
窩
集
』
国
民
精
神
文
化
研
究
所
所
収

太
田
青
丘
一
九
八
五

人
物
叢
書
『
藤
原
惺
窩
』
吉
川
弘
文
館

貝
塚
茂
樹
一
九
六
一

「
詩
経
古
訓
」
世
界
文
学
大
系
月
報
47
・
第
７
巻
Ａ
付
録
、
筑
摩
書
房

土
井
忠
生
ほ
か
一
九
八
〇

『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店

長
沢
規
矩
也
一
九
七
六

『
和
刻
本
経
書
集
成
　
正
文
之
部
　
第
一
輯
』
汲
古
書
院

服
部
宇
之
吉
一
九
七
五

漢
文
大
系
12
『
毛
詩
・
尚
書
』（
増
補
版
）
冨
山
房

村
上
雅
孝
一
九
九
八

『
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
』
明
治
書
院

頼
惟
勤
一
九
五
六

「
清
朝
以
前
の
叶
韻
説
に
つ
い
て
」『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第
八
巻
（『
中
國
音
韻
論
集
　
頼
惟
勤
著
作
集
Ⅰ
』

汲
古
書
院
一
九
八
九
）

〔
中
国
〕

音
順

―43―

藤原惺窩点本『詩経』における朱子叶音説とその所拠本



―44―

日本漢文学研究２

陳
鴻
儒
二
〇
〇
〇

『
詩
集
伝
』
叶
韻
与
朱
憙
古
韵
、『
古
漢
語
研
究
』
二
〇
〇
〇
―
一
（
総
四
六
）

陳
鴻
儒
二
〇
〇
一

『
詩
集
伝
』
叶
韻
辨
、『
古
漢
語
研
究
』
二
〇
〇
一
―
二
（
総
五
一
）

陳
広
忠
一
九
九
九
ａ

朱
憙
『
詩
集
伝
』
叶
韻
考
辨
、『
安
徽
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
一
九
九
九
―
二

陳
広
忠
一
九
九
九
ｂ

朱
憙
『
詩
集
伝
』
叶
韻
考
辨
（
続
）、『
安
徽
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
一
九
九
九
―
三

蒋
冀
騁
二
〇
〇
一

朱
憙
反
切
音
系
中
已
有
舌
尖
前
高
元
音
説
質
疑
、『
古
漢
語
研
究
』
二
〇
〇
一
―
四
（
総
五
三
）

金
周
生
二
〇
〇
五

『
呉

與
朱
憙
音
韻
新
論
』、
洪
葉
文
化
事
業
有
限
公
司

劉
暁
南
二
〇
〇
一

朱
憙
与

方
言
、『
方
言
』
二
〇
〇
一
―
一

劉
暁
南
二
〇
〇
二

朱
憙
詩
経
楚
辞
叶
音
中
的

音
声
母
『
方
言
』、
二
〇
〇
二
―
四

劉
暁
南
二
〇
〇
三

論
朱
憙
詩
騒
叶
韻
的
語
音
根
拠
及
其
価
値
、『
古
漢
語
研
究
』
二
〇
〇
三
―
四
（
総
六
一
）

劉
暁
南
二
〇
〇
四

朱
憙
叶
韻
本
意
考
、『
古
漢
語
研
究
』
二
〇
〇
四
―
三
（
総
六
四
）

劉
暁
南
二
〇
〇
五

論
朱
憙
『
詩
集
伝
』
対
呉

『
毛
詩
補
音
』
的
改
訂
、『
浙
江
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇
五
―
三

劉
暁
南
・
周
賽
紅
二
〇
〇
四

朱
憙
呉

毛
詩
音
叶
異
同
考
、『
語
言
研
究
』
二
〇
〇
四
―
四
（
総
五
七
）

王
力
一
九
八
二

朱
憙
反
切
考
、『
語
言
文
字
研
究
専
輯
』（
中
華
文
史
論
叢
増
刊
）
上
海
古
籍
出
版
社

許
世
瑛
一
九
七
四

『
詩
集
伝
』
叶
韻
之
声
母
有
与
『
広
韻
』
相
異
者
考
、『
許
世
瑛
先
生
論
文
集
』
弘
道
文
化
事
業
公
司

張
民
権
二
〇
〇
五

宋
代
古
音
学
与
呉

『
詩
補
音
』
研
究
、
商
務
印
書
館

〔
古
典
資
料
〕

清
原
宣
賢

古
典
研
究
会
叢
書
　
漢
籍
之
部
一
『
毛
詩
鄭
箋
』
汲
古
書
院
一
九
九
二

胡
広

『
詩
傳
大
全
』
二
十
巻
（
巻
四
欠
、
家
蔵
）
乾
隆
中
期
以
前
刊
、
松
平
定
信
旧
蔵
書

呉

『
宋
本
韻
補
』
中
華
書
局
一
九
八
七

朱
憙

『
詩
集
伝
』（
宋
本
影
印
）
文
学
古
籍
刊
行
社
一
九
五
五

同

同
（
拠
宋
本
排
印
）
中
華
書
局
一
九
五
八
（
新
一
版
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
〇
）

同

『
詩
経
集
伝
』（
拠
武
英
殿
本
影
印
）
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
七

焦
売

『
焦
氏
筆
乗
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六

戴

『
六
書
故
』（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
台
灣
商
務
印
書
館
一
九
九
七

陳
第

『
毛
詩
古
音
考
』（
康
瑞
破
点
校
）
中
華
書
局
一
九
八
八

T
he

application
ofthe

phonetic
harm

ony

（
叶
韻
）to

the
Japanese

readings
of the

O
des

（
詩
経
）by

Seika
Fujiw

ara

（
藤
原
惺
窩
）



In
this

paper
I

pointed
out

that
Seika

Fujiw
ara

had
applied

the
phonetic

harm
ony

in
C

ollected
C

om
m

ends
on

the
O

des

（
詩
集
伝
）to

the

Japanese
readings.A

nd
Seika

did
notuse

an
originalversion

ofC
ollected

C
om

m
ends

on
the

O
des

as
his

source
book,buthe

used
a

revised
version

in
C

om
plete

B
ooks

ofFive
C

lassics

（
五
経
大
全
）by

H
u

G
uang

（
胡
広
）in

M
ing

dynasty.
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